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　　生時代に映画「市民ケーン」をみて、文化事業
を成功させるのは難しいことだと思いました。主人
公のケーンは実業家として成功しますが安易な気持
ちでオペラ劇場をつくって大失敗します。
　私の知る限りですが、実業家兼文化人として最も
成功した人は、阪急電鉄と宝塚歌劇をつくった小林
一三だと思います。
　宝塚の町を訪れたことがありますが、宝塚歌劇場
は劇場というよりむしろお城のようで、町のあちら
こちらに宝塚歌劇団のポスターが貼られていまし
た。町そのものが宝塚文化だと感じました。彼は鉄
道事業を成功させる一方、独特の美意識を持った茶
人でもあったそうです。文化をつくるために必要な
ことは強い熱意と鋭いセンスの２つではないかと思
います。ケーンにはその２つが備わっていませんで
した。
　宝塚歌劇のような独特の文化をつくりあげてそれ
が継続しているというのは、小林一三の文化への熱
意とセンスが並外れていたからでしょう。
　「安全文化」ということばがありますが、安全を
守るという強い意志と安全のための改善や工夫、そ
の２つが重要ではないかと思います。
　３月号は安全大会開催記事が４つ掲載されていま
す。各支部の強い熱意とすぐれた工夫をご覧くださ
い。� （M.K）

　　に手指の肌荒れがひどい私は、毎年スマホやタ
ブレットの指紋認証システムに泣かされます。スマ
ホは顔認証の機種に変更し、やっと解放されました
が、タブレットは相変わらず10回のうち９～10回
弾かれます。
　この指紋認証や顔認証等をまとめて「生体認証」
といいますが、他には虹彩認証、網膜認証、手の形
状認証、耳認証などがあるようです。身体的なパー
ツは誰一人同じものがないという点で、セキュアな
鍵でありパスワードを覚えなくてよいというメリッ
トもあります。一方、指紋の場合、私のようなデメ
リットもあれば、各個人唯一のものという点で、
いったん盗まれてしまうと違う指紋や虹彩に変える
ことができないというデメリットもあります。
　指紋の場合、SNSなどに投稿した自分のVサイン
写真の指の部分から抽出した指紋写真で不正アクセ
スできる可能性があるそうですし、虹彩や網膜も
サーバからデータが流出してしまうと、指紋と同様
になります。
　サービス提供側としては、そうした生体認証だけ
に絞っていく動きもあるようですが、安全性の観点
からは、従来のID・パスワードベースの認証シス
テムも引き続き併用され続けることが重要ではない
かと思います。世の中、便利にすればするほど、ス
キが生まれてくるものです。日常を楽にするための
不安全行動にも注意したいものです。� （Y.H）
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